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　Direct　folming　using 　multnayer 　laser　cladding 　with 　different　filler　metals

　
− Study　of 　Laser　cladd 五ng 　and 　repairing 　using 　a　laser　robot （Report　3）

−

by　KUTSUNA 　Muneharu ，　WATANABE 　Masayoshi　and 　YAMADA 　Katsusige

1．緒言

300WYAG レーザ、光フ ァ イバ 、溶接用 ロ ボ ッ ト及 び粉 末 供給 装置で構成 した レ
ー
ザ ロ ボ ッ ト

肉盛 シ ス テム を構 築し、先端 に試 作 した ノ ズ ル を用 い て 肉盛 実験 を試 み た
02 〕

c 本研究は 、

YAG レ ーザ による肉盛補修及び 直接 造 形技 術 に つ い て肉盛 条件の 検討 、肉盛材料の 溶接

性 、プ ロ セ ス 制御 及び継 手の 機械 的性 能に つ い て 検討 す るもの で ある ． 本 実験 にお い て、肉

盛材として SUS304 オ
ー

ス テ ナ イト系 ス テ ン レ ス 鋼 、　Ni基 の Co】mon 。y　N 。．5及 び Co基の FPI60

合金 を使用 し、それぞ れの 積層 肉盛 の 積層条件 にお ける肉盛 形 状及 び 組 織 を調 べ るとともに

硬 さ測定等を行 っ た。

2，実験方 法

　 本 実験で使用 した 肉盛ノズ ル の 概 略 図を Fig．1 に 示す 。 同軸 円錐形 （Coaxial）の ノズ ル を

用 い て セ ン ターガ ス 内に 肉盛 パ ウダー
を噴霧 し、レ

ーザ 照射部 に溶着させ るもの であるc 史 に

ア ウタ
ー

ガ ス を用 い るこ とによりパ ウダーの 指 向 性 向上 と肉盛 金 属 の 酸化 防止 を目的 として い

る。母材及び 肉盛材の 化 学組 成を Table　 l に示 す 。 試験 材は 50rnrn× 20mm × 5mm の もの を

使 用した 。
セ ン ターガ ス 及び アウターガス 、パ ウダー一

の キ ャ リア ーガス に は Ar を使用し た
。 肉盛

条件として走 行速度、焦点距離及 び セ ン タ
ー

ガ ス 流量 を変化 させ 、そ の 変 化による肉盛 形 状

の 変化 及び 肉盛合 金 の組織 に つ い て 調査 した．断 面 マ クロ 観察は は 50 倍及 び ユ00 倍 で 行 い 、

肉盛 厚さ、ビ ー
ド幅、希釈率及 び DAS に つ い て 評 価を行 っ た。

3．実験結果及 び 考察

Fig．2 にコ ル モ ノイ N 。．5 の 積層 断 面写真を示す。肉盛 金属 に気 孔多 くは見 られなか っ たが、
・
部積層肉盛 に 高温割 れ の 発 生 が見 られた 。 割れ は 結晶粒界に 発 生 して い るもの で 、高温

に お ける延性 低下 による割れ と思わ れる．

　 Fig．3 に DAS 値の 結果 を示 す 。 結 晶粒 は非 常に微細 であり、 特 に ColmonoyNo ．5や FP160

合金 で は DAS 測 定値がそれぞれ 1．92 μ m 、1，16 μ m と微細なオーダー
となっ た。凝 固組 織は

エ ピ タキ シ ャ ル に成 長 して い て セ ル 状デ ン ドライド組 織を示 して い た 。

　レーザ 肉盛 を行 っ た Colm。noyNo ．5 の硬 さ分布 を Fig．4 に示 す 。 基板の 硬 さ（200Hv）か ら

500 − 780Hv と肉盛 部か ら急 激 に 高くなっ て い る。 硬 さは ColmonoyN 。．5 合金 の そ の もの の 硬

さ（500Hv ＞に比 べ ると走行 速 度 が速 い 場合 非 常 に 高く（780Hv ）なっ て い るが 、速度 が遅 い 場合 、

肉盛境 界近 くは約 70011v となっ て い るが肉盛 表面 に近 くなると 520Hv まで低下 して い た。

4e ま抛

　 各種合金 の 肉盛 組織 は 1〜 3μ m オーダ ーと非常 に 微細な組織 を示 した 。 肉盛部の 硬 さ も
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金属 その もの の硬 さに比べ 同等か、1．2 倍ほ どの 硬 さに な っ た 。 Col皿 onoy 合金 や FP160

合金に 関 して は肉盛部 に 高温割 れが 発生 した 。
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